
 1987年に学校に通うことができないタイ北部の⼭岳⺠族の⼦供たちのために、現

地の⼈の協⼒も得てタイのチェンライ県にリス⽣徒寮を建設。中野さんは寮⺟として

⼦供たちと共同⽣活を始めます。1995年には第２の寮となる「暁の家」を建設し、

以来30年にわたって多くの⼦供たちが教育を受け、暁の家から巣⽴っていきまし

た。2015年、第18期⽣を最後に⽣徒寮としての活動を終えましたが、働きながらで

ないと就学できない家庭の⻘年を受⼊れるなど、職業訓練センターとしての活動を開

始。2011年からは⼭間地でコーヒーの有機栽培を始め、⼭の⼈々が持続可能な⽣活

を送ることができるように焼き畑や化学肥料、農薬に頼らない農業の⽀援にも尽⼒さ

れています。
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Rung� Arun� ( ル ン ア ル ン ) は タ イ 語 で

「暁」。ルンアルン・プロジェクト「暁の

家」は中野穂積さんが代表をつとめるタイ北

部の⼭地⺠⽀援組織です。「深い夜の闇の底

から⽴ち昇る暁の光 さあ歩き出そう ⼭の

頂から新しい世界を⾒渡そう」という願いを

込めて名付けられました。(ルンアルンプロジ

ェクトホームページより)

 国際教養学科のタイ研修では、学⽣が

「暁の家」中野さんのもとへ⾏き、実際に

活動に参加させてもらい、社会活動の実践

について多くのことを学んできました。

学⽣の体験をぜひご覧ください。
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暁 の 家
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こんな活動をしました！

暁の家に到着して、現地の⽅々と交流会。

伝⾔ゲームで打ち解けた後、伝統的な踊りを披

露してくださいました。カラフルな⺠族⾐装が

きれい！

�

私たちは浴⾐で盆踊りを披露。⾔葉が通じなく

てもみんなが笑顔になり楽しい時間を過ごすこ

とができました。



暁の家の図書館で、ルンアルンプロジェクトに

ついての学習会を開いていただきました。プロ

ジェクトを進めるにあたって中野さんが⼤切に

していること、⼭の⼈々への想い、暁の家の未

来のこと…たくさんお話を聞かせていただき、

私たちのプロジェクトへの想いも強まりまし

た。

こんな活動をしました！

暁の家で育てている

作物のツアー。野菜

やコーヒーを作る過

程の説明を聞きまし

た。また、コーヒー

ンの焙煎機や各農家

から送られてきたコ

ーヒーを実際に⾒せ

てもらいました。



作物ツアーのあとはコーヒー畑の⾒学。コーヒ

ーの⽊は細くアップダウンの激しい⼭道の先で

栽培されていました。また、急斜⾯のため、害

⾍駆除や収穫も⼤変です。無農薬で栽培されて

いるコーヒー⾖は農家の⽅々が１本１本にどれ

だけの労⼒をかけているのだろうと考えると、

どうしてルンアルンのコーヒーが美味しいのか

分かった気がしました。

こんな活動をしました！

コーヒー畑での１枚。



こんな活動をしました！

メーコック財団では⺠族⾐装をまとった⼦供た

ちが踊りを披露してくれました。

＊メーコック財団

⿇薬やエイズ、離婚などで保護者のいない⼦供たちを受

け⼊れている。チェンライに拠点を置く。



⾞で険しい⼭道を揺れながら3時間半、⼭奥

の村にある幼児教育施設幼児教育施設「太

陽の家」で⼦供たちと交流。太陽の家のナ

レ先⽣とアークどこでも本読み隊の堀内さ

んから貴重なお話を聞けました。

＊太陽の家

アーク本読み隊が⽀援するアカ族⼦供たちのための就学

前学校。

＊アーク本読み隊

地域図書館（チェンマイ県）や移動図書館を運営し、タ

イ農村部にいる⼦供たちに本を届ける活動をしている

NPO。堀内佳美さんにより2010年に設⽴された。

こんな活動をしました！



チェンマイ⼤学の皆さんと交流したり…

こんなことも…

お寺の⾒学をしたり…



こんなことも…

象の背中に乗ったり…

もちろん美味しいごはんも

いただきました！



学 生 の 事 後 レ ポ ー ト も 「 深 め て !
南 山 G L S 」 > 「 学 生 の 活 躍 」 >
「 グ ル ー プ 」 に 掲 載 し て い ま
す 。 ぜ ひ ご 覧 く だ さ い 。
在 学 生 の 方 は 、 よ り 詳 し い 研 修
報 告 書 を 国 際 教 養 学 部 合 同 研
究 室 に 置 い て い ま す 。 ぜ ひ ご 覧
く だ さ い 。


